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本会は、２０２３年３月２６日の定時総会開催時点において294名の
会員で構成され、その会員は、社会福祉士の配置が必須となった地域
包括支援センターをはじめ、各種福祉施設・福祉事業所、医療、教育、
司法、行政、社会福祉協議会などの相談・福祉職など、多様な職域・
職種で活躍されています。
現在、「地域共生社会」の実現に向けたさまざまな動きが進むなか、

各方面でソーシャルワークの必要性・重要性が高まっています。
社会福祉士以外でもソーシャルワークを実践する専門職およびその団体等は多々ございますが、
それらの団体等や保健・医療、司法、行政機関など関連機関との協働は、私たち専門職が目指す
社会の実現に欠くべからざるものです。その協働体制の構築のために、ソーシャルワーク専門職
である社会福祉士および本会の役割と期待は、大きいものと考えております。
豊かな地域生活実現のため、責任と誇りをもって、より添い、ともに悩み、育み、創り出す

ソーシャルワーク実践を具体的に実現していくために、体系的な研修を企画・実施することに
よって、実践力の向上と高い倫理観の育成を図ることができるよう取り組むとともに、実践に基
づいた調査研究の実施、実践者へのフィードバック、その結果としての社会提言など、活動の可
視化にも取り組んでいきたいと考えております。
本会は、社会福祉士として活動・業務を行う者にとって大切な知識、情報、人のつながりなど

がある組織です。本会に所属するメリットはこれを自らの強みとして利用できるかどうかであり、
それは自分次第なのだと思います。
友人や同僚を誘い仲間を増やせる組織となるよう、そして、いろいろな活動に参加してみよう

という機会を増やしていけるよう、皆様と共に会の活動を楽しみ、仲間とつながり、社会福祉士
の地位向上を目指して、一緒に活動していければと考えております。今後ともよろしくお願いい
たします。

「社会福祉士の結集と可能性！」 会長 湯浅 雅志

ぱあとなあ徳島名簿登録研修 基礎研修Ⅲ 四士業合同研修会



テーマ：「マクロソーシャルワークについて」

第23回福祉実践セミナー
Zoom
開催

渡辺先生から「ミクロ・メゾ・マクロの実践を分断させてはいけない」マクロソーシャルワーク
の実践への問題提起をいただきました。
徳島県社会福祉士会の事業計画で、専門性の向上の中に、ミクロ・メゾ・マクロレベルを
連動させた実践力の強化を謳っています。まさに、ミクロ・メゾ・マクロは分断して考えるの
ではなく、連動しているものと捉え、日々の実践をクリティカルな視点で、
クライエントの「生きづらさ」や「課題」を解決していく糸口をどの場面から
でもアプローチできる実践力を蓄積していきたいものです。
講義の最後に、知識・技術のアップデートをし、気づきを得ながら社会福
祉士として進化していくようにとエールをいただき、日々の実践で生かし
ていきたいと感じました。

「第23回福祉実践セミナーを終えて」
生涯学習センター センター長 杉本 亜矢子

２０２３年３月１０日（金）、福祉実践セミナーを行いました。Zoom
での開催となりましたが、平日にも関わらず、３２名の方の参加をいた
だきました。

講 師：武蔵野大学人間科学部社会福祉学科
  教授 渡辺 裕一 氏

[概要]
ソーシャルワークはミクロ（IＱ、年齢、ジェンダー、宗教等）レベルの実践ばかりが強調されている。
ミクロレベルの対応とかミクロレベルの変化を促すだけでは対応しきれない。人々は実際、ミクロ・メゾ
（町内会、家族、仕事等）・マクロ（政府・行政、経済、差別・抑圧、コミュニティ等）を一体的に捉え
た中で生きている。そのことを捉えた実践が必要。例えば、物価の上昇等、経済の影響を受けずに生活し
ている人はいない。本人の変化を促そうとしても上手く促すことができず、社会が変わらないとその人の
生きづらさは変わらないということは多々ある。
ソーシャルワークの社会変革とは①法律を変える②状況を変える③慣習を変える④人々の意識を変えるこ
とであり、ソーシャルワーカー専門職として社会変革を促す時に根拠となるのは、グローバル定義と倫理
綱領である。グローバル定義や倫理綱領をしっかりとした土台としてどのような社会の変化が必要かきち
んと説明できる中で社会変革を行っていくことが求められる。
また、それぞれの役割を果たす人に、生きづらさを感じている人の情報を伝えてバトンタッチをすること
も、マクロレベルに働きかけていることになる。

人生の折り返し地点で社会
  福祉士になってから1年、基
礎研修Ⅰの受講やソーシャ
ルワークの実践を現場で

 行ってきた。
この研修では、ミクロな問題

に対し試行錯誤していた自分の日々の業務
を振り返るいいきっかけになった。自分も
環境の中の一人として倫理綱領に基づいて
行動し、マクロ実践とは何かを考え、必要
なマクロ実践に取り組む糸口を実践の中で
見つけていきたい。

花本 ユミ

枡田 栄子

セミナーを受けるまで全く自分に関係ないと
考えていたマクロソーシャルワーク。自分の
ミクロレベルの業務とはかけ離れたものだと
思っていました。けれども、ミクロは協働す
ることによりマクロにつながるということ、
そしてミクロ、メゾ、マクロは一体的でどこ
から始めてもよいということが理解でき、マ
クロに対する見方が変わりました。今回の講
演で学んだことを今後の取組みに活かしてい
きたいと思っております。ありがとうござい
ました。
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こども家庭福祉委員会

リーガルソーシャルワーク委員会

相談活動委員会
子ども家庭福祉委員会では、年９回の研修
会を実施しています。
令和４年度の研修では、子どもを取り巻く
様々な課題や制度について学びを深めるこ
とを目的とし、ＡＢＡ（応用行動分析）、
虐待、里親制度、生活困窮、障害福祉サー
ビスについて学びました。
近年の子ども家庭に関わる制度をみてみま
すと、２０２２年６月改正児童福祉法にお
いて、子ども家庭センター設置が求められ
ています。また、２０２３年４月、こども
家庭庁が創設。２０２４年４月、子ども家
庭福祉分野における資格が創設予定となっ
ています。今後、社会福祉士の活躍への期
待も大きくなってきております。
また、県内では各市町村に、社会福祉士や
精神保健福祉士の資格を持つ方が、スクー
ルソーシャルワーカーとして配置され活躍
しています。
今年度は、スクールソーシャルワーク業務
に興味・関心のある方を対象とし、ガイド
ブックを活用しながらソーシャルワークを
学ぶ予定となっております。また、徳島県
スクールソーシャルワーカー協会との合同
研修も企画しています。ご興味のある方は
是非ご参加ください。

委員長 近久 理惠子

相談活動委員会では、相談援助を行う専門職としての知
識や技術を磨くための活動の場や個々のスキルアップ、
会員間連携の促進や実践の蓄積などをとおした組織の活
性化などを目的に活動しています。
メインの活動しては、6月から偶数月の第２金曜日等

にソーシャルワーク実践学習会と称して、県内各分野で
活躍する会員等の方々に、実践事例や実践取り組み、
ソーシャルワーカーとして興味関心があることなどの話
題を提供していただき、スキルアップや人脈づくり、悩
みを解消する機会となっております。現在は、オンライ
ン開催が多く、耳だけでなど気軽にご参加いただけます。
また、社会福祉士でなくてもソーシャルワークに興味関
心のある方はどなたでもご参加いただけます。その他に
も医療ソーシャルワーカー協会や精神保健福祉士会、養
成校等と連携してソーシャルワーカーデーの開催なども
行っております。
随時ホームページ等に掲載してまいりますので、皆様

のご参加お待ちしております。
委員長 湯浅 雅志

リーガルソーシャルワーク委員会は、2021年に新設されました。
更生保護施設や地域生活定着支援センターなど、社会福祉士の配置が進んでおりますが、 これ

ら特定の機関だけで罪を犯した人への支援ができるわけではないといわれており、適切な時期に
適切な福祉医療等の支援があれば、罪を犯すことなく地域生活を送れたと考えられる人もいる現
状の中、地域の福祉施設や相談機関によるネットワークを活用した支援が不可欠であり、関わる
支援者の専門性がますます重要となってきています。
そのためには、司法領域に関する基礎的な知識を身につけ、社会福祉士が積極的に支援の要に

なっていくことが重要と考えています。
本委員会では、リーガルソーシャルワークに関心を持つ会員を広く募り、関係機関や資源の概

要、司法の基礎、更生支援、犯罪被害者支援などについて学んだり、2020年に締結した徳島弁護
士会との協定に基づく社会福祉士派遣要請に即応できるよう、人材育成を行っていきたいと考え
ております。

2022年度には、「更生支援研修基礎編」と題し、弁護士や県外のリーガルソーシャルワーク研
修を受講した会員、また実際に刑事弁護に携わっている会員に講師を担っていただき、全3回の研
修を開催しました。
毎回十数名の会員が受講し司法領域に関する基礎知識や刑事弁護に関わる社会福祉士の役割な

どを学びました。
まだ動き始めたばかりの委員会ですが、リーガルソーシャルワークに興味関心のある会員の皆

様はぜひご参加くださいますよう、よろしくお願いいたします。
委員長 湯浅 雅志

お知らせ

ソーシャルワーカーデー  
2023ｉｎとくしま

・日時
7月8日（土）13：30から

・場所
県立総合福祉センター

※詳しくはホームページを
 ご覧ください。



権利擁護センターぱあとなあ徳島

権利擁護センターぱあとなあ徳島では、成年後見人養成研修を修了した会員（令和５年４月末現在：

４４名）が専門性を活かして行う後見活動への支援、権利擁護及び成年後見制度に関する広報啓発・相談

活動、行政・専門職団体・社会福祉協議会等の関係機関との連携による権利擁護支援の地域連携ネット

ワークの構築に向けた取り組み等を行っています。

今後ますます成年後見制度の利用ニーズは高まるなかで、意思決定支援や身上保護を中心とした本人ら

しい生活と人生を支える権利擁護支援を地域で実践し続けるため、ぱあとなあ徳島の機能強化や会員のス

キルアップに一層取り組んでいきたいと考えています。          運営委員長 西條志野

成年後見人等の受任状況

事業内容

後見活動を担うにあたっての資質向上、会員相互
の交流や情報交換を行うことを目的として、毎月
定例会を開催し、様々なテーマによる研修を行っ
ています。
≪令和４年度の研修テーマ≫

・倫理綱領の実践 ・受任後の実務 ・終了時の
事務 ・法律行為と事実行為 ・問題を相互作

 用で捉えるシステミックなアプローチ ・家庭裁
判所との連携 ・社会福祉士後見人に求められる 
身上保護記録 ・未成年後見人の活動 等

定例会

令和５年３月２５日、一般社団法人リーガルサポー 
ト徳島支部主催により開催された「四士業合同研修
会」に会員１１名が参加しました。司法書士、弁護
士、精神保健福祉士の皆さんと共に事例検討を行い、
それぞれの専門性を活かした本人理解のための考察
や連携による権利擁護支援の実践について協議を深
めました。

四士業合同研修会への参加

令和５年３月１２日、日本社会福祉士会成年後見
人等候補者養成課程における成年後見人材育成研
修修了者を対象に、成年後見人等としての実務及
び権利擁護センターぱあとなあ徳島名簿登録につ
いての必要な知識・技術を習得することを目的と
して実施しました。

名簿登録研修

令和４年度 活動の一部紹介

● 権利擁護に関する相談事業
 ● 専門職他団体等との合同研修の開催
 ● 地域連携ネットワークの構築に向けた取組への

参画
 ● 成年後見制度や権利擁護に関する会議・研修等

への派遣
 ● 成年後見人等候補者の養成に関する事業
 ● 成年後見人等候補者の名簿登録に関する事業   
● 家庭裁判所等からの依頼による成年後見人等候

補者の推薦
 ● 定例会の開催
 ● 後見活動に関する業務監査についての体制整備

と実施
 ●「会員のしおり」の作成
 ● ML等を活用した情報提供や会員相互支援の強化
 ● 報酬助成事業の実施
 ● 県民・専門職等からの苦情・意見・要望への対

応強化



基 礎 研 修

Ｑ1．基礎研修を受講した理由を教えてください。
多様な方々と出会い、刺激を受けたい、つながりたいと思ったからです。

Ｑ2．印象に残っている研修を教えてください。
あえて二つ挙げたいです。私は、社会課題にアクションするためには、まず、環境や人とのつながり
が必要と考えています。そのハードルを越えるためという観点から、実践事例演習と新人教育プログ
ラムが印象的に残りました。事例検討会のシナリオや注意事項が分かりやすく、純粋に広めたい気持
ちになりつつ、私自身の目標として、「この人と話すと気づきがある」「前向きに考えられる」と言
われるような質問力、フィードバック力を身につけたいと思いました。
この思いは、新人教育プログラムにもつながっています。
最後の研修日は、人材育成など将来に向けた熱い思いを語ることが
できました。

Ｑ3．今後の目標は？ またどんな社会福祉士を目指していますか？
人材育成や心理的安全性がある環境づくりに取り組みたいです。
社会福祉士としては、自分ができないことは素直に認めて、強みを
活かしていきたいです。自分にできないことがあるからこそ、人と
つながれる社会福祉士になりたいと思います。

「今年度の基礎研修を終えて」 生涯研修センター センター長 杉本 亜矢子

令和4年度、基礎研修Ⅰ１０名、Ⅱ１７名、Ⅲ４名の方が受講され、次のステージへ進まれます。
コロナ禍で、集合形式がとれないこともありましたが、受講生の自己研鑽への熱意を応援すべく、受講生
の方にもご協力いただきながら無事各過程を修了することができ感謝申し上げます。
生涯研修制度は、社会福祉士の職務に関する知識及び技術の向上、倫理及び資質の向上のために、生涯に
わたって研鑽を重ねることを支援する制度です。
徳島県社会福祉士会では、社会福祉士が、生涯研修等を通して、常に専門性の向上と自己研鑽に努めてい
くための、生涯研修の情報や機会を提供しています。
基礎課程は、都道府県社会福祉士会に新しく入会した社会福祉士が必ず受講する課程としており、社会福
祉士として自らの専門職向上や質の担保をしていく機会として、是非、活用していただければと思います。

基礎研修受講生インタビュー

基礎研修Ⅲ修了生 渡邊若菜

基礎研修Ⅱ修了生 徳島県立中央病院 小谷尚子

Ｑ1．基礎研修を受講した理由を教えてください。
ソーシャルワーカーとしての経験年数が増すごとに、指導や指摘が減り、独り
善がりの実践になっていないだろうかという思いが頭の中をよぎることが増えて
きました。何か対策はないかと思い悩み日々過ごしていると、「このままでも
構わないよ」との心のささやきに惑わされることもしばしばありました。
そのような中、ある先輩から自己研鑽することの意味を問われることがありました。
このことがきっかけで、学びの先には自身が求めるソーシャルワーカー像があり、学びが
そのことを実現する確かな方法でないかと気づき、保健医療分野の専門研修を受けるために、
この度の基礎研修を受けることにしました。

Ｑ2．基礎研修を受講してみての感想を教えてください。
精神科でソーシャルワーカーをしていることもあり、慣れない課題に苦労することもありましたが、
ジェネリックな視点に立ち返ることのできる基礎研修は、新鮮で興味深いものでした。さらに、福祉
専門職としてソーシャルワークの奥深さを学ぶ機会となりました。

基礎研修Ⅲ修了生の皆さんと
湯浅会長、杉本センター長



【発行責任者】湯浅雅志  【編集】一般社団法人徳島県社会福祉士会総務・広報委員会

徳島県社会福祉士会では、本年度日本社会福祉士会と e-ラーニング講座の視聴契約を締結し、会員
の皆様は主なコンテンツを無料で視聴することができるようになっております。
e-ラーニングのコンテンツは基礎研修科目が中心ですが、それ以外にも発達から高齢者をはじめ、
成年後見、地域共生、虐待問題、財務等社会福祉士に必要な幅広い分野に対しそれぞれのスペシャ
リストによる講座が用意されています。研修に参加できない、時間がないという方でも自宅からパ
ソコン、スマホを使用して、簡単に視聴することができますので、ぜひご利用ください。
なお、視聴に当たってはID・パスワードが必要となります。詳しくは日本社会福祉士会ホームペー
ジの e-ラーニングのサイト内にある「案内マニュアル」をご覧ください。

基礎研修は、Ⅰ→Ⅱ→Ⅲの順番に履修する積み上げ方式の研修で、基礎研修Ⅰを修了しないと、基
礎研修Ⅱを受講することはできません。基礎研修を全て受講することで、「成年後見人養成研修」
の受講要件を得ることができます。また、「認定社会福祉士」の認証を受けるための最初の過程と
もなっています。
2023年度の基礎研修Ⅰは、9月からの実施を予定しております。研修の一部の科目をオンラインで
いつでも学習していただける「e-ラーニング」での実施になっておりますので、仕事等の都合で参
加が難しかった方も、空き時間を利用していただきながら学習していただけるようになりました。
開催要項・申し込みにつきましては、会員の皆様にメールにてお送りさせていただきます。また、
ホームページに掲載させていただきますので、ご確認のうえ、お申込みをお願いいたします。

基 礎 Ⅰ研 修 参加者募集！（予告）

e- ラ ー ニ ン グ ご活用ください！

事 務

◆メール配信を希望される方は
 会員の皆さんに、研修会の案内等の情報をメールで配信させていただいております。
 メール配信が届いていない方で、メール配信を希望される方は、事務局までメールに
てご連絡をください。（E-MAIL：info-tokushima@tacsw.jp）

◆住所変更・職場変更があった方は
    日本社会福祉士会（日本社会福祉士会ホームページのよくある質問の中に変更届が
あります。）または、徳島県社会福祉士会事務局までご連絡をお願いします。

局 か ら

日本社会福祉士会ホーム
ページのこちらをクリック
してください。
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